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国定建築物 － 原田ハウス 
歴史的概要 

 
1990 年に、アメリカのナショナルパークサービスによって、国の歴史的建物に指定された、原田ハウスは、カリ

フォルニアにおいて日系アメリカ人がアメリカの大地に自らの生活基盤を築くなかで遭遇し体験した歴史の象徴

です。それは自由、市民権、および子供たちのよりよい生活といったアメリカで約束されたものへのすべての可

能性に対する一家族の闘争の物語でもあります。 
 
 1905 年に、原田重吉は妻と長男とともにカリフォルニアのリバーサイドに着き、“ワシントン”という名の下宿屋と

食堂を始めました。原田重吉が自らの住居を探し始めたときに、彼は“1913 年制定の外国人土地法”の存在に

気付きました。それは、アメリカの国内において在留外国人の土地家屋の所有を禁止するものです。しかし、彼

は、1915 年 12 月にレモン通り 3356 番地に、アメリカで生まれアメリカの市民権を持つ三人の子供達、みね、す

み、吉之(よしぞう)の名前で家を購入しました。それに対して、白人が大半を占める近隣の人々が、彼に、購入し

た家屋を売却するように強要しました。原田重吉は、それに対抗して、カリフォルニア法務局とリバーサイド裁判

所に訴訟を起こしました 1916 年の半ばには、この訴訟の成り行きは、アメリカ合衆国と日本の海外における力

関係に照らし合わせてアメリカ国内のみならず海外でも注目の的となりました。1918 年秋に、リバーサイド裁判

所のクレイグ 判事は、“在留外国人土地法”を支持しながらも、“アメリカ合衆国条項 14 条”を基に、アメリカで生

まれ市民権を持つアメリカ人の権利－土地を所有する権利を含め－を擁護することを認めました。 
 

1920 年代そして 39 年代にかけて、原田重吉、けん夫妻は、彼らの 6 人の子供達－正専(まさあつ) 、みね、

すみ、吉之(よしぞう)、ハロルド、そしてクラークと共にレモン通りに住み、下宿屋と食堂の経営を続けました。し

かし、1941 年 12 月 7 日の日本軍の真珠湾攻撃とそれが引き金となって施行された大統領令 9066－日系アメ

リカ人を収容所へ強制収容する法律－によって原田ファミリーは日系人収容所への移住を余儀なくされました。

それは 1942 年 5 月 23 日のことです。その日付けは息子であるハロルドが寝室の壁に書き残した記録－“1942
年、5 月 23 日、立ち退き”と、そして、洗濯室に残された 1942 年のカレンダーの書き込み－“5 月 23 日、離れる”
によっても明らかです。原田ファミリーは下宿屋と食堂の経営を人に譲りましたが、家族の友人であるジェス・ステ

プラー氏は、原田ファミリーが彼らのかけがえのない家を失うことのないように、レモン通り 3356 番地に居住する

ことに同意しました。 
 
 それから 3 年間、原田ファミリーは、120,000 人他の日系アメリカ人と共に収容所で暮らしました。収容所での

過酷な暮らしのみならず、原田夫妻の収容所での死去にもめげず、彼らの合衆国への忠誠心はかわりませんで

した。原田ファミリーは、アメリカ軍へ従軍する権利も含めた市民の権利に対して戦いを続けました。原田みねの

夫であり日系アメリカ市民連盟の会長である木戸三郎は、日系人部隊第 442 連隊の編成に努力をかさねました。

原田ハロルドと吉之(よしぞう)もこの勇敢な部隊に志願しました。博物館は彼らの前線からの手紙、軍服、そして

第 442 連隊に関する品を収蔵しています。 
 
 原田すみは、大戦後リバーサイドのレモン通り 3356 番地に戻り、当時の気持ちを、“原田ファミリー”の研究家

であるマーク・ラウイッツに、こう語っています。“私は帰るべき家があって幸せです。これが私の家です。ここ以外



にはありません。”彼女は、帰る家を失った他の日系アメリカ人に彼女の家を開放する事によって彼女の幸運を

分かち合いました。原田ハウスが、一時的にも宿泊施設の役割を果たしたことは、家の 2 階のポーチに囲みを施

したり、ほとんど全ての部屋にベッドを入れたり、タオルの使い方を指示する浴室の壁の書き込みからもうかがい

知ることができます。 
 
 国内的に重要な原田ハウスの歴史は学術的研究の対象になりました。また学校の教育課題としても取り入られ

ています。マーク・ラウイッツは、原田ファミリーの話を歴史的事実に基づき記録し、存命している家族とのインタ

ビ ュ ー を も と に 、 “No Other Place  :  Japanese American Pioneers in a Southern California 
Neighborhood (1983)”にまとめました。南部貧困法律センターによる国内向け記録のなかに含まれた原田ファ

ミリーの話やリバーサイド教育委員会が小学校 3 年生向けに編集した“先駆者から今日までのリバーサイド史”が
原田ハウスの持つ意義とその重要性を裏付けています。 
       

原田すみは、アメリカにおける日系人の歴史を物語り、開拓精神にあふれた彼女の両親の思い出の残るレモ

ン通り 3356 番地の家を守るべくその家に住み続けました。2000 年の彼女の死後、原田ハロルドが受け継ぎ、

すみの望みをふまえて、2004 年に原田ハウスが、そして、2005 年には、原田ハウスの中に残されたファミリーの

様々な品が、リバーサイド・メトロポリタン・ミュージアムの管理のもとにリバーサイド市に寄贈されました。 


